
























































































































































































































































































































 柳北の妻がこの年のたなばたの夕に、はじめて女子を生み 十二月は宮参り（氏神に参拝する儀式）であったので、妻の実家・永井氏（主人は亡くなり、後家）は、柳北の友人・門人らを米沢町の酒楼に招き、祝宴をひらいた。このとき芸妓の「月券」と「組八」 （ 〝久米八〟をさす暗号）がよばれた。
安政六年（一八五九）三月十日……
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 いくすじもの運河 大きな川 流れこんで 美しい彩色の舟（ゴンドラ）や彫刻 施した柱が、水面に映っている。女性は花を売り、男は笛をふく。
［ロンドン］
　　　























































































































































（ 「面白カラズノ雪」 ） 。
あとがきここで東西両本願寺の一行や岩倉使節団が、ともにヨーロッパ各国の風物（風俗や事物）や文化相をみたときの異同点、共通点などを対比して
みると、それぞれの観察点がよくわかる。が、いまはそれをはぶく。
西本願寺派の島地黙雷は、精細な渡欧日記（ 「航西日乘」 ）を、また東本願寺派の成島柳北は海外見聞記（ 「航西日乘」 ）をそれぞれ書きしる 、
『米欧回覧実記』は、大政官書記官・久米邦武によって編まれたものだが、久米の単独執筆である。この三つの見聞談は、それぞれの目的と抱負のもとに書かれ、また日々のできごとや見物したものの感想を記録したも である。







東西両本願寺の僧侶の渡欧は、宗門（ ）の生きのこりの途をさぐり、 〝異教ノ大患〟 （キリスト教にたいする懸念）を調査するといっ 大目的




































































信仰がないからといって、とがめてはならない。そこには国王の権力はおよばない。国王の力は信仰の力にか わない。わが国にはむかしから神道と仏教の二つの教えがあった。宗教といえば、仏教であった（ 「神仏関係論」 ） 。









いう。教部省の排仏に誘導され ことを祈ります いっ いる。



















































































































































































































































17） 『明如上人伝』 （臨時法要事務所、昭和２・５） 、二六三頁。
主なる参考文献神崎一作編『破
は
邪じゃく
叢書
　
第二集』 （哲学書院、明治
26・
10）
『島地黙雷全集
　
第一巻』 （本願寺出版協会、昭和
48・４）
前田愛著『成島柳北』 （朝日新聞社、昭和
51・６）
田中
　
彰著『岩倉使節団
　
明治維新のなかの米欧』 （講談社、昭和
52・
10）
『島地黙雷全集
　
第五巻』 （本願寺出版部、昭和
53・
10）
『報四叢談
　
明治仏教思想資料集成
　
別巻』 （同朋舎出版、昭和
58・２）
前田愛編『硯北日録―成島柳北日記』 （太平書屋、平成９・
11）
マシュー・フレーリ「成島柳北の洋行―『航西日乗』の諸コンテクスト」 （ 『国語国文
　
第
71巻
　
第
11号
　
１８１９号』所収、京都大学文学部国語国文学研
究室編、平成
14・
11）
川村覚昭著『島地黙雷の教育思想研究―明治維新と異文化理解』 （法蔵院、平成
16・
12）
『海外見聞集
　
新日本古典文学大系
　
明治編
　
５』 （岩波書店、平成
21・６）
（38）305
大政官少書記官久米邦武編修『特命全権大使米欧回覧実記』 （博文館、明治
11・
10）
谷壮太郎著『掌中東京名所図絵』 （旭昇堂蔵、明治
14・４）
服部誠一著『
東京
　
柳りゅう
巷こう
新史
　
一名名情之世界
　
上』 （出版人早矢仕民治、明治
19・５）
『柳北全集』 （博文館、明治
30・７）
